
医薬品供給不足で診療と患者に 

どういった影響が出ているか 
２０２３年１１月９日 

大阪府保険医協会 

医療現場での医薬品の供給不足が依然深刻な状況です。大阪府保険医協会では、医薬品

が入手できないことで診療にどういった影響が起きているか、そして患者どういった影響

が出ているかの現状を把握するために 10/27 に会員医療機関約４千件にアンケートをＦＡ

Ｘ送信し、10/31までに 143件の回答（事例）が寄せられました。 

 

 

●２型糖尿病注射薬トリルシティ、マンジャロ 

「血糖値コントロール不良」「糖尿病悪化」 
糖尿病患者に必要な大切な薬なのに、全く入荷できない。「痩せ薬」目的で使用するのを止め

てほしい。／血糖コントロール不良。注射薬を中止せざるを得ないことはありえない。 

●抗うつ剤トリプタノール、精神神経安定剤コントミン 

「他に変わる薬が乏しい」「代替薬で頭痛が悪化」 
精神状態が類似薬では対応できず。／うつや片頭痛が悪化した。頻尿の治療がうまくいかな

くなった。／精神科患者で長く使っていた人は他剤に変えにくい。 

●産婦人科関連 月経異常の方に投与するデュファストンや止血剤 

「代替薬がなく処方できない」 
他剤の黄体ホルモンは基礎体温を上げてしますので排卵の有無を判定できない。／出血の妊

婦さんにカルバゾクロムスルホン酸が投薬できない状況。 

●メジコンやムコダインなど咳止め・去痰薬 

「肺炎や気管支炎の回復に影響」 
咳が止まりにくい。肺炎や気管支炎の回復に影響。／慢性気管支炎の方でリン酸コデインに変

えると便秘など、副作用が強く、継続が難しい。 

 

●医薬品不足による弊害   

他剤に切り替えたことによる弊害   ７１件 

休薬せざるを得なかった   ５６件 

後発から先発になり患者負担が増えた   27件 ＊2件は先発品を拒否 

他剤に切り替えたが患者が拒否した   12件 

   

小単位の注射薬が入らない   24件 ＊うち「残薬を破棄」14件 

「他剤切り替え」「休薬」で患者に深刻な影響 



   

●診療報酬上の影響については、「ある」36件が記入（以下事例）。 

外来後発医薬品使用体制加算が取れない   5件 

院内で薬が出せず小児科外来診療料に影響   2件 

ニコチンパッチが入らず禁煙外来に影響  16件 

トルリシティが入らず自己注射の算定ができない   4件 

局所麻酔下での手術が数が減った   1件 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


